
可
取

小

説

容

は
羽
織
の
下
に
脇
利
一

一映さ
し
、
抜
大
究
の
部
へ
到
活
し
、
日
本
人
活

結
と
い

ふ
。
図
中
よ
り
起
て
出
、
石
火
矢
鎖
地
等
K
て
、
共
舶
を
取

悶
み
あ
げ
た
て
d
y
o

弧
兵
衛
泊
訴
を
以
て
去
綴
は
、
盗
賊
な
ど

K
て

は
柳
担
a

之
候。

此問
闘
に
は
盆
地
多
〈
人
少
〈
候
依
然
て
存
候。

日
本

の
百
姓
は
能
〈
作
毛
を
仕
候
故
、
地
の
灰
き
所
を
借
て
耕
作
仕
、
互

と
ん
と
一
冨
。
平
磯
任
廿
判
官
渡
海
せ
し
む
。
孤
兵
衛
大
絡
を
作
っ
て
百

姓
を
百
飴
人
撲
出
し
、
子
弟
共
に
出
船
す
。
但
兵
具
の
類
は
何
も
不

持
、
百
姓
陀
は
不
磁
即
位
・
紹
鈴
等
の
銭
其
を
般
に
秘
入
.
共
・
川
町
な
ど

一
、
訪
問
屋
孤
兵
衛
紅
毛
人
を
取
挫
ぐ

白

石

髭

究
永
中
長
崎
代
官
末
次
平
磁
と
一
耳
者
の
乎
代、

続
州
人
前
mH
K
波
す

所
の
大
舶
を、

一
-Hm閣
の
手
下
の
紅
毛
人
等
臨
時
取
て
、
財
貨
投
銭
す。

四…叩
h
M

献畑
一知
情
役
紘
一
一
日
川
端
円
平
磁
此
事
を
深
〈
遺
恨
に
恩
ひ
ね
れ
ど
も
・

可
翁
桜
一
な
く
て
月
日
を
送
る
。
時
に
長
崎
山内凶の
百
姓
応、

鈴
悶
獄
兵

衡
と
一

E42り
。
附
悶
裕
子
は
新
減
・
弟
は
五
左
衛
門
と
云
o
平
綴

へ
一
再
稼
は
否
等
に
任
せ
ら
れ
友
ぽ
蕊
油
国
図
へ
会
り
、
共
大
終
せ
ね
れ

る
を
揃
へ
て
.
日
本
舶
を
奪
取
し
財
物
は
不
及
申
、
悉
く
取
も
ど
し

可
視
小
説
巻

し
と
取
て
資
て
一z
.日
本
人
の
舶
掠
め
抑
制
せ
し
が
震
に
今
如
v
此
。

所一
本
の
財
物
以
下
す
き
と
遣
し
.
詫
言
仕
る
な
ら
ば
命
を
た
す
く
べ

し
。
友
友
く
ん
ば
忽
切
殺
す
べ
し
と
云
。
せ
ね
れ
る
持
隠
下
大
に
驚

き
.
弓
矢
・
銭
砲
を
取
て
肉
ふ
。
せ
ね
れ
る
制
之
.
必
疎
忽
す

べ
か
ら

や
'
我
氏
絞
る
り
。
財
物
相
還
す
べ
し
と
去
。
時
K
新
鋭
・五
左
衛
門

前
人
脇
指
陀
て
二
三
人
も
斬
る
。
た
て
わ
り
に
切
た
る
を
見
て
、

逃

迷
て
不
出
合。

共
時
間捌
兵
衛
せ
ね
れ
る
を
引
起
し、

般
を
繋
ぎ
た
る

所
へ
つ
れ
ゆ
き
航
中
へ
入
。
相
叫
最
uM
の
財
貨
及
大
鋸
の
金
銀
ま
で

も
、
思
ふ
ま

A
K
般
へ
入
さ
せ
、
共
上
に

τ一耳附酬は
.
せ
ね
れ
る
を

は
友
ち
ゃ
ら
ば
、
闘
人
定
て
霊
て
我
舶
を
し
た
ひ
打
事
有
べ
し
。
夫

放
せ
ね
れ
る
を
ぽ
日
本
へ
つ
れ
ゆ
き
、
道
て
返
す
べ
し
と
云
。
せ
ね

四
ブし

と
云
。
猟
兵
術
大
将
せ
ね
れ
る
に
目
見
せ
ん
事
を
附
。
或
時
せ
ね
れ
る

孤
兵
衛
に
針
而
す
。
-M肢
を
紋
て
酔旧民
主
示
し
J

ご
ニ
皮
も
針
す
。
共

後
座
へ
登
て
郎
兵
街
を
近
づ
け
問
答
す
。
共
時
忽
ち
起
上
り
せ
ね
れ

る
を
取
て
抑
へ
、
喉
ぷ
え
へ
脇
刺
切
先
を
持
拡
.左
の
手
応
て
胸
を
ひ

の
震
に
宜
数
仕
皮
候。

共
し
る
し
忙
は
武
具
の
類
は
一
向
無
之
候
。

結
中
可
有
一
見
と
云
。
大
先
人
備
中
を
探
来
す
る
に
‘州
民
兵
の
外
は

ト

&

諸

説

然
之
。
依
て
地
を
あ
た
へ

て
作
毛
せ
し
む
。
大
究
図
の
城
下
を
給
状

一

ー

あ
た
り
を
、
な
に
ぞ
泊
り
巾
候
桜
K
ひ
ら
/
¥
と
仕
候
て
共
催
手

ぬ
ぐ
ひ
見
え
不
巾
由
。
彦
左
術
門
間
申
候
て、

我
等
は
中

h
k

ば
L

め

手
巾
を
握
り
巾
候
E
・
取
中
と
獲
を
あ
げ
候
へ
ば
、
北
ハ
ま
L

惟
と
る

と
も
見
え
不
山
候
て
、
手
中
に
手
巾
見
え
不
巾
候
。
共
時
分
脈
所
の

ぷ
に
て
取
候
と
て
耳
を
持
候
て
見
せ
山
中
候
へ
ば
、
彦
左
術
門
打
笑
候

て
、
さ
て
は
た
ぶ
に

τ取
快
哉
‘
能
合
制
に
て
候
。
さ
ゃ
う
の
く
さ

れ
知
行
は
不
入
候
と
て
、
共
ま
h

立
蹄
巾
候
。
鎌
倉
の
時
分
佐
々
木
-

院
阪
が
都
民
似
巾
候
。
共
時
分
ば
ts

狐
と
中
候
て
、
ば也
、
に
狐
っ
き

十

一
色
々
不
思
議
の
都
仕
候
て、

御
神
雲
仙
ど
慰
陀
仕
肱
円
。
手
応

、
大
久
保
彦
左
衛
門
之
事

先
タ
天
刑
銃
犯
の
俄
陀
付
.
新
労
筑
州
へ
m
間
越
候
出
畑
、
行
の
内
町間川候

叫怖
に
と
の
都
民
て
慌
在
候
。
例
の
物
話
の
焔
K
大
久
保
彦
左
術
門
事

を
故
中
候
。
京
二
僚
御
城
忙
て
久
枇
三
四
郎
坂
部
三
十
郎
両
人
、
御

川
地
被
下
候
よ
し
彦
左
衛
門
間
候
て
、
共
ま
L

登
城
い
た

L
・
雨
入

は
御
城
よ
り
師
巾
・時
分
勝
次
に
て
出
合
・
治
托
畑
出

E
懸
候

τ持
方
雨

入
笠
披
何
事
K
候
や
と
都
市
候
。
三
四
郎
功
者
に
て
共
顔
色
を
見
候

暗
に
、
れ
聞
旅し
巾
併
に
見
え
候
ゆ
・阜
、
三
十
郎

E
つ
め
り
巾
候
て
、

;
れ
ば
不
存
寄
御
加
均
一
被
下
候
。
何
の
武
功
も
担
…
之
候
へ
ど
も
、
た

可
観
小
院
患

て
御
襲

。

わ

け
も
無
議

長

へ

ど

も

・
決
断
の

1
J
J
J

御
座
候
。
武
へ
ん
い
た
し
侠
も
と
と
わ
り
と
都
杉
候
。
川
町
一
税
制
一
間
1

、、♀
E
以
、

同
年
之
瓦
被
入
御
覧
候

布
教
ケ
僚
の
筆
記
も
典
腿

a
4

て、

本
紙
は
迫
て
被
返
下
候
。
今
世
子
と
し
て
可
制
小
説
と
統

す
。

正
徳
五
年
各
十
一
月
初
八
日

波
新
開
主
人
背
地
税
幹
踏
絵

陀
と
ら
れ
申
ま
じ
く
候
と
て
、

わ
ざ
/
¥
参
一候
て
、
右
の
ば
L

に
取

て
見
候

へ
と
中
似
所
陀
取
引
付
不
巾
候
。
幾
度
仕
候
て
も
彦
左
衛
門

は
・
と
ら
れ
不
巾
と
て
僻
退
い
た
し
候
故
、
外
の
人
い
か

w
h

の
限
陀

て、

彦
左
衛
門
一
人
取
得
不
申
候
哉
と
た
づ
ね
候
へ
ば
、
あ
の
松
成

馬
鹿
煮
は
と
ら
れ
不
巾
候。
n

北
は
各
桜
花
被
成
都
に
候
底
、
あ
の
列

は
右
手
拭
取
巾
時
分
、
我
腕
と
も
に
打
落
し
申
覚
悟
に
て
参
巾
候。

肱
所
在
ひ
ら
/
¥
と
逝
申
時
分
、
脇
指
に
て
我
手
を
打
落
す
分
別
に

四
7¥ 

ーー




